










内容、主人公の人物像、梅のイメージなどの面から、いくつかの問題点が浮かび上がった。それにひきかえ 「好文木」の話は日本ではよく天神の飛梅伝説 結びつき、とくに天神信仰が流行する中世から盛んに説か ていたことに気づいた。小論は、天神信仰と梅の関係をめぐっ 、 「好
文木」説話成立のルートを考察したものである。キーワード：好文木、天神信仰、飛梅伝説、渡唐天神　
大陸より渡来した梅は、万葉時代から日本人に多く詠ま






































































































































ついて私見を述べたが、それ ら、説話 主人公、晋の武帝ある は哀帝はどのような人物なのかを見てみよう。代の歴史を記録する『晋書』における二人の伝記をまとめてみた。以下のようである。　
晋の武帝とは、晋の初代皇帝、司馬炎のことである。武





長生術に没頭し、政務を顧みなかった。ついには薬の乱用の結果、中毒死したという結末に った。　『晋書』から見る限り、武帝は武力を重視する皇帝で、哀帝は傀儡同然の暗君と て世に知られ、二人とも学問を重んじ、あるいは学芸 長ける記事が見当たらない そのような二人を「好文木」の故事と結びつけるのは違和感を禁じ得ない。　最後に、梅のイメージから見てもその説の信憑性を疑う
のであろう。これまで述べられたように、中国の文学史において、梅の花が賞美され、詩文で詠まれた風潮は六朝時代の梁、陳から生じたとされ、それより前の晋の時代には、人々は梅の実を調味料として用 たが、未だに梅 花を賞美の対象として認識していなかったらしく それを詠む文学作品もほとんど見当た な 。　
また、国運の隆盛を象徴する祥瑞動物、植物の話は中国
に多く見えるが、だいた 鳳凰、麒麟や霊芝 どがよく取り上げられ、梅花を祥瑞物と捉える例はほとんど い。　
それに、中国の古典詩文の中で、梅の花は女性、恋愛、
節操、君子などの象徴とされて るが、学問と結びつくイメージはほとんど見えない。梅が最初に文人 ちに注目されたのは、その春先に一番早く咲く特性である。春を告げ



























人が作り出したものとしたら、その根源をどこに求めばいいのか。　『十訓抄』と謡曲「老松」に登場する「好文木」説話は、いずれも天神飛梅伝説の後ろに続き、それに付属するような形をとっていることに注目してもらい 。後に触れが、 「好文木」を詠じる五山漢詩 、江戸歌舞伎の台本も、いずれも天神信仰とかかわっている。これは単なる偶然ではなく、日本 の関連性を示唆していると考える。　日本で梅と学問を言えば、誰もが想起する文人は、天神
様、菅原道真であろう。平安前期の貴族、学者かつ政治家である菅原道真 、醍醐朝では右大臣にまで昇ったが、左大臣藤原時平に讒訴され 大宰府へ権帥 して左遷され現地で没した。死後天変地異が多発したこ から、朝廷に祟りをなしたとされ 天満天神として信仰の対象となる。最
初は火雷天神と呼ばれ雷神信仰と結びついたが、現在は学問の神として親しまれている。その天神様のシンボルとも言われる植物は、まさに梅であ　
さらに、 「好文木」の最初の出典である『十訓抄』の作
者について、今は定説がないが、菅原為長説がその一 として挙げられる。その主な理由として、 『十訓抄』において道真をはじめ、文時、輔昭、長貞など菅家一族に関する説話が多く見え、為長はまさに道真の子孫である。それはおそらく作者の好尚によって偶然 選び取られたのではなく、 「菅家に由縁のある人物が祖先の偉業を讃えると共に、その誉れを荷なう菅家一族の権威を世に示すために、意識的にこれらを採録した」と指摘さ い
るけ
。 『十訓抄』の

































































































































































『天神記』 （近松作）や歌舞伎『天満宮菜種御供』 （作者不詳）に、道真伝説 絡んで「梅」が活躍する中、 「好文木」話も登場している。後者の内容を簡単にまとめると、　
唐より天蘭敬という使者が日本を訪れ、彼は「好文木」








































































































































 （明徐元太撰） 、 『天中記』




書を作詩の参考書として勉強していたことは世に知られている。現に『太平御覧』の写本と は、日本に伝来した一一九九年（慶元五年）の蜀刻 の残本九四五巻が知られ、現在京都五山第四位 臨済宗東福寺にも宋版『太平御覧』が所蔵して　
そして、前にも触れたように、 『晋起居注』は散逸して
しまったとはいえ、その断片的な記事は『芸文類聚』 、 『太平御覧』などの類書に引かれている。それが「鳳凰好文」と『晋起居注』 結びつく一つの接点になるのではないか。　　
また、 「好文木」の説話を『晋起居注』と結びつけるも
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